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畢

界

展

望
わ
が
園
に
お
け
る
十
五
|
十
七
世
紀
の

北
ア
ジ
ア
史
研
究

宮

子

Hあ

淳

元
朝
が
漢
地
か
ら
駆
逐
さ
れ
、
フ
ビ
ラ
イ
家
最
後
の
ハ

l
ン
、
ト
ク
ズ
・
テ

ム
ル
が
ア
リ
ク
・
ブ
カ
家
の
イ
エ
ス
デ
ル
に
殺
さ
れ
た
後
の
北
ア
ジ
ア
史
は
、

今
も
な
お
た
洋
と
し
て
掴
み
が
た
い
。
こ
こ
で
は
、
わ
が
閣
に
お
け
る
こ
の
時

代
に
関
す
る
研
究
を
概
観
し
、
残
る
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
、

今
後
の

展
望
と
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
時
代
を
十
五
|
十
七
世
紀
に
限
っ
た
の
は
、
紙

数
の
制
限
の
た
め
で
も
あ
る
が
、
現
存
す
る
蒙
文
年
代
記
が
す
べ
て
十
五
世
紀

末
以
降
の
史
寅
を
鯨
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
清
朝
統
治
下
に
入
る
ま
で

漣
綴
性
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
と
し
て
は
モ
ン
ゴ
リ
ア
を
中

心
と
し
た
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
を
も
含
む
モ

ン
ゴ
ル
民
族
の
動
向
に
焦
黙
を
嘗
て

て
、
研
究
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
。
む
ろ
ん
、
モ
ン
ゴ
ル
史
を
そ
れ
白
樫
で

完
結
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
針
中
園
関
係
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

満
洲

・
チ
ベ

ッ
ト
・
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
カ
ザ
l
フ
・
及
び
ロ
シ
ア
が
必
然
的

に
関
連
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
現
貨
に
そ
れ
ら
を
一
つ
の
世
界
と
し
て
柑
総
合

し
て
扱
っ
た
論
文
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
視
野
を
鎖
げ
す
ぎ
て
ま
と
ま
り
を
紋
く

こ
と
を
恐
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
翠
に
紛
れ
る
程
度
に
止
め
た
。
読
者
の
諒

と
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
う
。

本
論
で
取
扱
う
時
期
の
下
限
と
し
た
清
朝
統
治
下
の
モ

ン
ゴ
ル
に
お
い
て
、

内
蒙
古
四
十
九
旗
の
内、

字
ば
に
近
い
二
十
三
旗
は
皆
ダ
ヤ
ン

・
ハ
I
ン
の
R
聞

と
稽
せ
ら
れ
、
外
蒙
古
八
十
六
旗
に
至
つ
て
は
、
厄
魯
特
三
旗
を
除
き
悉
く
ダ

ヤ
ン

・
ハ
l
ン
を
租
と
す
る
。
し
か
し
、

エ
セ
ン
帝
園
鼠
綴
後
の
モ

ン
ゴ

リ
ア

を
再
統
一
し
た
こ
の
ハ

1
ン
に
つ
い
て
は
不
明
な
貼
が
多
く
、
史
料
の
異
同
も

激
し
い
た
め
、
わ
が
園
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
ダ
ヤ
ン

・
ハ
l
ン
論
争
が
展
開
さ

れ
た
。

わ
が
園
で
初
め
て
こ
の
問
題
に
創
れ
た
の
は
、
原
因
淑
人
「
明
代
の
蒙
古
」

(『
東
亜
同
文
曾
報
告
』
、一

九

O
八
、
九
、

『
聖
心
女
子
大
皐
論
叢
』
四
五
、
一

九
七
五
に
再
録
)
の
第
八
章
「
多
額
汗
の
蒙
古
統

ご
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

和
田
清
氏
が

『
内
蒙
古
諸
部
落
の
起
源
』
(
目
黒
書
庖
、
一
九

一
七
〉
で
原
因

設
の
論
旨
を
徹
底
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
少
し
く
自
設
を
俊
一更
さ
れ
て
、

「逮
延

汗
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
を

『
東
亜
史
研
究
(
曲
家
古
篇
)
』
(東
洋
文
庫
、

一
九
五
九
〉
に
牧
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
針
す
る
批
判
か
ら
出
渡
し
た
の
が
、
荻

原
淳
卒
氏
の

「ダ
ヤ
ン
・
カ

ン
の
研
究
」
〈
『
明
代
満
蒙
史
研
究
』
京
都
大
摩
文

察
部
、
一
九
六
一
二
)
で
あ
る
。
次
い
で
、

萩
原
氏
の
論
文
に
針
し
て
書
評
の
形

で
松
村
潤
氏
が
論
及
し

(
『
東
洋
史
研
究
』一一
一二
|

て

一
九
六
四
〉
、
翌
年
、

佐
藤
長
氏
が

「
ダ
ヤ
ン
カ
l
ン
に
お
け
る
史
賓
と
停
承
」
(『
史
林
』
四
八
|

四
、
一
九
六
五
)
を
著
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
岡
田
英
弘
氏
、が

「ダ
ヤ
ン

・

ハ
ガ
ン
の
年
代
(
上

・
下
)
」

(
『
東
洋
皐
報
』

四
八
|
三
、
四
、
一
九
六
五
、

六
六
〉
を
愛
表
し
、
こ
れ
を
萩
原
氏
が
「
ダ
ヤ
ン
・
カ
l
ン
を
め
ぐ
っ

て
」

(『史
林
』
五
三
|
六
、
一
九
七

O
)
で
再
批
剣
し
た
の
で
あ
る
。

諸
氏
と
も
に
、
す
べ
て
、

蒙
文
年
代
記
「
蒙
古
源
流
」
(
エ
ル
デ

ニ
イ
ン
・

①
 

ト
ブ
チ
)
の
惇
え
る
ダ
ヤ
ン

・
ハ
l
ン
の
年
代
の
批
判
か
ら
出
愛
し
て
お
り
、

論
争
の
焦
黙
は
、

蒙
文
史
料
と
漢
文
史
料
の

信
滋
性
と
解
稗
の
相
違
に
あ
っ
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た
。
こ
れ
ら
が
、
わ
が
園
に
お
け
る
こ
の
時
代
の
北
ア
ジ
ア
史
研
究
の
代
表
的

論
争
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
ま
た
、
こ
れ
に
績
く
研
究
を
考
え
る
上
で

も
、
こ
こ
で
各
人
の
設
を
紹
介
す
る
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

蒙
古
源
流
に
よ
る
と
、
ダ
ヤ
ン
・
ハ

l
ン
は
一
四
七

O
〈
庚
寅
)
年
に
七
歳

で
即
位
し
、
七
十
四
年
の
治
世
を
経
て
一
五
四
三

(
葵
卯
)
年
八
十
歳
に
し
て

間
伐
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
和
田
氏
は
ま
ず
明
貫
録
と
の
封
照
に
よ
り
、

元

来
十
二
支
だ
け
で
記
し
て
あ
っ
た
モ

ン
ゴ
ル
史
料
を
源
流
の
著
者
が
誤
解
し

て
、
即
位
年
を
十
二
年
早
い
年
代
と
し
た
と
遁
ベ
、
死
去
の
年
も
明
の
記
録
よ

り
推
察
し
て
、
一
五
三
二
或
い
は
三
三
年
で
あ
っ
た
と
し
た
。
ま
た
後
世
の
モ

ン
ゴ
ル
史
料
が
ダ
ヤ
ン

・ハ

l
ン
は
パ
ト
・
モ

ン
ケ
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
に

擦
り
、
先
に
『
内
蒙
古
諸
部
落
の
起
源
』
で
ダ
ヤ
ン

・ハ

I
ン
が
バ
ト
・
モ

ン

ケ
の
弟
パ
ヤ
ン
・
モ
ン
ケ
で
あ
る
と
し
た
設
を
撤
回
し
た
。
さ
ら
に
、
ダ
ヤ

ン
・
ハ
l
ン
の
事
業
と
し
て
、
主
と
し
て
蒙
古
源
流
に
基
き
、
明
の
記
録
を
引

照
し
つ
つ

ωイ
ス
マ
イ
ル
の
撃
滅
と
ユ
ン

シ
エ
プ
併
合
、

ωオ
イ
ラ

ッ
ト
の
撃

壌
、
助
ホ

l
サ
イ
討
伐
と
ト
メ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
ジ
ン
併
合
、

ω右
翼
併
合
、

ω

ウ
リ
ヤ
ン
ハ
ン
討
減
の
五
大
事
業
を
挙
げ
て
い
る。

こ
れ
に
射
し
て
萩
原
氏
は
、
専
ら
中
園
史
料
に
よ
っ
て
和
田
設
を
批
剣
し
、

一
四
八
七
(
成
化
二
十
三
)
年
に
明
側
に
報
ぜ
ら
れ
た
小
王
子
の
死
を
根
援
に

し
て
、
こ
の
年
兄
バ
ト
・
モ
ン
ケ
が
間
伐
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
の
小
王
子

こ
そ
が
、
そ
の
弟
バ
ヤ
ン
・
モ
ン
ケ
・
ダ
ヤ
ン
・
ハ
l
ン
で
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
そ
の
卒
年
に
も
明
側
史
料
を
利
用
し
て
、

一
五
一
九
或
い
は
二

O
(正
徳

十
四
、
十
五
)
年
と
推
定
し
、
こ
の
結
果
、
イ
ス
マ
イ
ル
の
撃
破
は
そ
の
先
代

の
小
王
子
の
世
で
あ
る
か
ら
ダ
ヤ
ン
・
ハ

l
ン
の
事
業
と
は
し
難
く
、
明
貫
録

に
よ
っ
て
イ
ス
マ
イ
ル
と
ダ
ヤ
ン
・
ハ
l
ン
は
協
力
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え

た
。
さ
ら
に
オ
イ
ラ
ッ
ト
征
伐
に
つ
い
て
も
疑
問
を
呈
し
、
ウ
リ
ヤ
ン
ハ
ン
討

滅
に
つ
い
て
も
ダ
ヤ
ン

・
ハ
l
ン
の
死
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ヤ
ン

・
ハ
l

y
の
功
績
は
右
翼
銀
座
の
み
で
あ
っ
た
と
し
た
。

松
村
氏
は
、

萩
原
氏
に
よ
っ
て
保
留
さ
れ
た
蒙
文
史
料
の
検
討
を
行
い
、
そ

の
結
果
、

蒙
文
史
料
に
撮
る
限
り
バ
ト
・

モ
ン
ケ
の
後
に
バ
ヤ
ン

・
モ
ン
ケ
が

立
っ
た
と
い
う
事
寅
は
認
め
ら
れ
ず
、
パ

ト
・

モ
ン
ケ
が
一
四
八
七
年
に
死
ん

だ
と
い
う
萩
原
設
は
、
一
五
二
二
年
に
パ
ト
・

モ
ン

ケ
・

ダ
ヤ
ン

・
ハ
l
ン
の

子
ゲ
レ
セ
ン
ジ
ェ
が
生
ま
れ
て
い
る
か
ら
誤
り
で
あ
る
と
し
た
。
ダ
ヤ
ン

・

l
ン
の
生
残
年
及
び
事
業
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
和
田
設
を
採

っ
て
い
る。

こ
れ
ら
の
和
田

・
萩
原
南
氏
の
設
に
修
正
乃
至
は
否
定
を
行
お
う
と
し
た
の

が
佐
藤
氏
の
論
文
で
あ
る
。
佐
藤
氏
は
、
ダ
ヤ
ン

・ハ

l
ン
は
、
パ
ト

・
モ
ン

ヶ
、
バ
ヤ
ン
・
モ

ン
ケ
の
兄
弟
、
及
び
後
者
の
孫
で
そ
の
後
を
嗣
い
だ
ボ
デ
ィ

.
ア
ラ
ク
の
三
人
の
事
蹟
を
混
治
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
惇
説
的
英
雄
で
あ
る

と
し
、

蒙
古
源
流
の
俸
え
る
干
支
が
本
来
十
二
支
の
み
で
あ
っ
た
と
前
提
し

て
、
源
流
の
俸
え
る
年
代
に
操
作
を
加
え
て
明
史
料
の
所
俸
に
合
致
せ
し
め
よ

う
と
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
和
田
設
と
同
じ
く
蒙
古
源
流
に
よ

っ
て
一
四
六
四

年
兄
パ
ト
・
モ

ン
ケ
生
誕
、
一
四
六
八
年
に
弟
パ

ヤ
ン
・
モ

ン
ケ
生
誕
、
さ
ら

に
和
田
設
の

一
四
八
二
年
即
位
は
兄
の
パ
ト
・
モ
ン
ヶ
、
萩
原
設
の

一
四
八
七

年
即
位
は
弟
の
パ
ヤ
ン

・モ

ン
ケ
で
あ
る
と
し
、
源
流
に
卒
年
は
兎
の
年
と
の

み
あ
っ
た
と
考
え
て
、
パ
ヤ

ン
の
卒
年
を
一
五

一
九
(
己
卯
〉
と
し
た
。
佐
藤

氏
に
よ
る
と
、
歴
史
的
貧
在
と
し
て
の
ダ
ヤ
ン
・
ハ

i
ン
は
パ
ヤ
ン

・
モ
ン
ケ

一
人
で
あ
り
、
右
翼
の
銀
座
の
み
が
業
績
で
あ
る
が
、
そ
の
偉
大
さ
が
強
調
さ

れ
た
結
果
、
前
後
の
事
蹟
ま
で
彼
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
設
に
謝
し
て
岡
田
氏
は
、
ま
ず
諸
氏
の
錬
っ
た
漢
謬
蒙
古

源
流
の
「
歳
次
戊
子
、
博
動
呼
済
農
年
二
十
九
歳
時
、
生
巴
延
蒙
克
」

は、

漢

詩
本
の
基
い
た
満
文
本
の
誤
謬
に
す
ぎ
ず
、

蒙
文
の
諸
本
で
は
こ
れ
に
嘗
た
る
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所
が
い
ず
れ
も
「
さ
て
パ
ヤ
ン
・

モ
ン
ケ

・
ボ
ル
フ

・
ジ
ノ
ン
は
、
そ
の
二
十

九
放
の
戊
子
の
年
か
ら
一
一
一年
経
っ
て
」
と
な
っ
て
お
り
、
パ
ト
・
モ

ン
ケ
の
弟

パ
ヤ
ン
・
モ
ン
ケ
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。

さ
ら
に
氏
は
、

蒙
文
史
料

の
停
承
を
頭
か
ら
否
定
し
て
か
か
る
従
来
の
日
本
の
摩
界
の
態
度
を
手
厳
し
く

批
判
し
、
論
文
中
各
種
の
蒙
文
年
代
記
に
つ
い
て
簡
箪
な
紹
介
を
行
っ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
蒙
文
年
代
記
に
は
、
オ
ル
ド
ス
、
ト
メ
ト
、
チ
ャ
ハ
ル
=
一
系
統

②
 

が
あ
り
、
各
々
蒙
古
源
流
、
ア
ル
タ
ン
・
ト
ブ
チ
、
ガ
ン
ガ
イ
ン
・
ウ
ル
ス
ハ

仰
に
代
表
さ
れ
る
。
氏
は
こ
れ
ら
の
蒙
文
史
料
の
信
塑
性
を
考
設
し
た
後
、
ダ

ヤ
ン
・
ハ

l
ン
は
一
四
六
四
年
に
生
ま
れ
、
明
史
料
の
停
え
る
一
四
八
七
年
そ

の
父
ボ
ル
フ
・
ジ
ノ
ン
の
残
後
即
位
し
、

語
家
文
史
料
に
嬢
る
所
の
在
位
三
十
八

年
の
後
、
一
五
二
四
年
に
間
伐
し
た
と
結
論
づ
け
た
。

最
後
に
傘
げ
た
荻
原
氏
の
論
文
は
、
邦
軍
梓
の
蒙
古
源
流
と
ア
ル
タ
ン
・
ト
ブ

チ
を
興
っ
た
覗
粘
か
ら
解
稗
す
る
事
に
よ
っ
て
、
氏
の
前
設
を
補
強
し
よ
う
と

試
み
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
蒙
文
史
料
は
ダ
ヤ
ン

・
ハ
l
ン
の
妃
と
な
っ
た
マ

ン
ド
ハ
イ
・
ハ
ト
ン
を
中
心
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
業
績
を
讃
美
す
る
あ

ま
り
、
史
質
を
ゆ
が
め
る
説
話
化
が
行
な
わ
れ
た
と
言
う
。
ま
た
、
史
貧
の
バ

ト

・
モ
ン
ケ
は
イ
ス
マ
イ
ル
に
擁
立
さ
れ
て
ハ
l
ン
位
に
つ
き
、
マ
ン
ド
ハ
イ

.
ハ
ト
ン
と
結
婚
し
た
弟
の
バ
ヤ
ン

・
モ
ン
ケ
と
数
年
間
二
勢
力
に
分
か
れ
て

針
立
し
た
と
述
べ
、
明
側
に
こ
そ
、
蒙
文
史
料
に
惇
え
ら
れ
る
説
話
が
作
り
出

さ
れ
る
以
前
に
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
ほ
ぼ
史
貨
と
同
時
代
的
に
員
相
が
傍
え

ら
れ
、

蒙
文
に
於
て
は
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
バ
ヤ
ン
・
モ
ン
ケ
の
名
を
満
漢

文
蒙
古
源
流
が
残
し
た
と
考
え
た
。

岡
田
氏
は
こ
れ
よ
り
先
の

一
九
六
六
年
、

「ダ
ヤ
ン
・
ハ
ガ
ン
の
先
世
」
(『
史

皐
雑
誌
』
七
五
|
八
)

と

Z
E
r
o向
。
ミ
2
0
2‘
2
3

入
山
内
H
A
N
K
由
旨
ミ

R
b

ロ・
1

『
y
o
吋
白

F
0
0
ω
r
r
E
・
を
設
表
し
て
い
る
。
前
者
は
、
先
に
摩
げ
た
三

系
統
の
蒙
文
年
代
記
の
所
博
を
翻
謬
し
な
が
ら
、
ダ
ヤ
ン

・
ハ
l
ン
の
祖
先
と

家
系
を
考
祭
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
ダ
ヤ
ン

・
ハ
1
ン
の
年
代
と
事
蹟
等

を
、
こ
こ
で
は
漢
籍
を
も
利
用
し
つ
つ
簡
単
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ

氏
は
前
者
の
中
で
、
ポ
ル
フ

・
ジ
ノ
ン
と
パ
ト

・
モ

ン
ケ
、
パ
ヤ
ン
・
モ
ン
ケ

等
の
名
腐
の
問
題
を
、
い
ず
れ
ダ
ヤ
ン

・
ハ
l
ン
の
事
蹟
と
関
連
し
て
再
論
す

る
つ
も
り
で
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
、

今
日
に
至
る
ま
で
筆
を
置
か
れ
た
ま
ま
で

あ
る
の
は
員
に
残
念
で
あ
る
。
氏
が
蒙
文
史
料
の
利
用
、
と
り
わ
け
蒙
古
語
か

ら
の
直
謬
の
必
要
を
説
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
論
争
の
是
非
は
別
と
し
て、

こ

の
時
代
の
北
ア
ジ
ア
史
研
究
の
進
展
の
た
め
、
再
び
筆
を
執
ら
れ
る
こ
と
を
願

久
ノ
。

さ
て
、
ェ
セ
ン
帝
薗
嵐
綴
後
よ
り
ガ
ル
ダ
ン
に
よ
る
ジ
ュ

ー
ン

・
カ
ル
帝
園

建
設
に
至
る
ま
で
の
す
イ
ラ
ッ
ト
族
に
関
し
て
は
、
す
で
に
一
九
五

0
年
代
に

わ
が
園
の
皐
者
が
注
目
し
て
い
た
。
ま
ず
護
雅
夫
氏
が
、
「
恰
捌
忽
刺
と
巴
圏

爾
海
護
士
口
」
(『
和
田
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
、
一
九
五
一
)
に
お
い
て
、

ジ
ュ
ー
ン

・
ガ
ル
王
家
の
租
ハ
ラ
フ
ラ
と
そ
の
子
パ
l
ト
ル
・

ホ
ン
タ
イ
ジ
に

@

@

@

 

関
す
る
パ
ラ
ス
、
ハ

ワ
l
ス、

パ
ッ
デ
レ
l
の
設
を
紹
介
し
、
そ
の
課
り
を
正

し
た
。

次
い
で
羽
田
明
氏
が

「
厄
魯
特
考
」
(
『
東
方
皐
』

一
O
、
一
九
五
五
)
、

「
西
套
厄
魯
特
の
起
源
」
(
『
紳
田
博
士
還
暦
記
念
書
誌
製
品
刑
叢
』
、

一
九
五
七
)

を
著
し
た
。
氏
は
前
者
に
お
い
て
四
(
ド
ル
ベ
ン
)
オ
イ
ラ
ッ

ト
を
「
四
姓
の

オ
イ
ラ
ッ
ト
」
と
し
た
場
合
、
史
料
に
よ

っ
て
四
部
の
数
え
方
に
異
同
の
見
ら

れ
る
こ
と
を
述
べ
、
シ

ナ
、、ッ

ト
、
ゥ
ラ
ジ
l
ミ
ル
ツ
オ
フ
等
の
、
チ
ン
ギ
ス

・ハ

l
ン
時
代
に
西
モ
ン
ゴ

ル
族
が
四
寓
戸
に
編
成
さ
れ
、
そ
の
名
問
怖
が
組
織

が
腐
れ
て
し
ま
っ
た
後
も
踏
襲
さ
れ
た
と
す
る
説
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
「
厄

魯
特
」
は
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
四
姓
の
一
つ
で
あ
る
オ
l
ロ
ト
の
音
を
官持
し
た
も
の
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で
、
本
来
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
同
義
語
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
エ
ル

ー
ト
が
も
と
も
と
ホ
シ
ュ
l
ト
部
を
指
し
た
か
、
チ
ョ
ロ
l
ス
U

ジ
ュ
ー
ン
・

ガ
ル
部
を
指
し
た
か
に
つ
い
て
の
欧
人
の
見
解
に
考
謹
を
加
え
た
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、

後
に
氏
自
身
が
「
再
び
厄
魯
特
に
つ
い
て
L

(

『
史
林
』
五
四
|

四
、
一
九
七
一
)
で
鯛
れ
、
こ
こ
で
は
エ
ル

l
ト
H

ホ
シ
ュ

l
ト
設
を
積
極
的

に
主
張
し
た
。
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
部
族
に
関
す
る
研
究
に
は
、
後
に
、
岡
田
英
弘

「
ド
ル
ベ
ン

・
オ
イ
ラ
ト
の
起
源
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
八
三
六
、
一
九
七
四
)

が
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
年
代
記
、
ヴ
ォ
ル
ガ
・
ト
ル
グ
l
ト

⑦
 

の
エ
ム
チ
・
ガ
ワ
ン
シ
ャ
ラ
プ
の
『
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
史
』
、
及
び
ホ
シ
ュ
l
ト

③
 

の
パ

l
ト
ル
・
ウ
パ
シ
・
ト
ゥ
メ
ン
の
『
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
史
』
に
は
合
わ
せ
て

十
集
園
が
見
ら
れ
る
が
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
自
身
が
こ
れ
を
四
部
に
分
類
し
よ
う
と

し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
考
誼
の
結
果
、
ド
ル
ベ
ン
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
起
源

は
、
二
二
八
八
年
に
イ
エ
ス
デ
ル
が
フ
ピ
ラ
イ
家
を
倒
し
て
ア
リ
ク
・
プ
カ
家

の
新
王
朝
を
樹
立
し
た
時
、
西
北
の
四
大
種
族
、
沓
オ
イ
ラ
ッ
ト
、
パ
ル
グ

ト
、
ナ
イ
マ
ン
、
ケ
レ
イ
ト
が
連
合
鐙
を
結
成
し
、
こ
れ
が
ア
リ
ク
・
プ
カ
家

の
外
戚
に
因
ん
で
ま
た
オ
イ
ラ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
こ
の

奮
オ
イ
ラ
ッ
ト
系
が
ホ
イ
ト
と
パ
l
ト
ト
、
パ
ル
グ
ト
系
が
パ
ル
グ
と
プ
リ
ヤ

l
ト
、
ナ
イ
マ
ン
系
が
ド
ル
ベ
ト
と
ジ
ュ
ー
ン
・
ガ
ル
、
ケ
レ
イ
ト
系
が
ト
ル

グ
i
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
十
五
世
紀
中
葉
東
モ
ン
ゴ
ル
族
の
ホ
シ
ュ
l
ト
が
加

わ
り
、
十
七
世
紀
に
至
る
。
さ
ら
に
、
ド
ル
ベ
ン

・
オ
イ
ラ
ッ
ト
を
オ
l
ロ
ト

と
も
呼
ぶ
問
題
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
連
合
鐙
の
中
核
と
な
っ
た
奮
オ
イ
ラ
ッ

ト
系
と
、
次
い
で
勢
力
を
持
っ
た
ナ
イ
マ
ン
系
の
チ
ョ
ロ
l
ス
(
ド
ル
ベ
ト
、

ジ

ュ
ー

ン

・
ガ
ル
)
と
を
同
母
異
父
兄
弟
と
し
て
結
び
つ
け
る
俸
承
よ
り
愛
す

る
名
稽
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
諸
集
闘
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
オ
イ
ラ

ッ
ト
が
、
十
七
世

紀
末
ジ
ュ
ー
ン
・
ガ
ル
に
よ
っ
て
大
統
一
さ
れ
る
過
程
は
、
内
外
の
研
究
者
の

最
も
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
先
に
護
氏
が
縮
れ
た
問
題
を
さ
ら
に
詳
し

く
考
査
し
た
の
が
、
若
松
寛
氏
の

「
カ
ラ
ク
ラ
の
生
涯
」
(
『
東
洋
史
研
究
』

二

一一

l
四
、
一
九
六
四
〉
で
あ
る
。
蒙
古
源
流
に
よ
る
と
、
一
五
五
二
、
六
二
、

七
四
年
の
三
度
に
亙
っ
て
ダ
ヤ
ン
・

ハ
1
ン
の
子
孫
で
あ
る
ト
メ
ト
の
ア
ル
タ

ン

・
ハ
l
ン
と
そ
の

一
族
が
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
を
征
伐
し
、
そ
の
結
果
オ
イ
ラ
ッ

ト
族
は
外
モ

ン
ゴ
リ
ア
の
主
導
権
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
彼
等
は
、
ハ

ル
ハ
の
ジ
ャ
サ
ク
ト

・
ハ
l
ン
一
族
の
ア
ル
タ
ン

・
ハ
l
ン

(
ロ
シ
ア
史
料
に

見
え
る
ア
ル

ツ
ン

・
ツ
ア
l
リ
)
に
よ

っ
て
イ
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
下
流
域
へ
逐
わ

れ
た
。
ジ
ュ
ー
ン

・
ガ
ル
王
園
の
租
と
言
わ
れ
る
ハ
ラ
フ
ラ
の
生
涯
は
、
こ
の

ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア
l
リ
の
墜
迫
か
ら
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
を
解
放
す
る
事
業
に
賛
さ

れ
た
と
氏
は
言
う
。
氏
は
わ
が
園
に
お
い
て
初
め
て
『
ロ
シ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
関

⑨
 

係
史
料
集
』
を
利
用
し
、
以
前
は
パ
ラ
ス
、
パ
ッ
デ
レ

1
等
に
錬
る
他
な
か
っ

た
嘗
時
の
北
ア
ジ
ア
史
を
、
一
次
資
料
に
よ
っ
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
。

若
松
氏
は
ま
ず
、
ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア
!
リ
が
ロ
シ
ア
・
ツ
ア
l
リ
に
あ
て
た

信
書
に
よ
っ
て
ハ

ラ
フ
ラ
の
寅
在
を
示
し、

ア
ル
ツ
ン

・
ツ
ア
l
リ
と
ハ
ラ

フ
ラ
と
の
敵
針
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
パ
ラ
ス
の
言
う
「
ハ
ラ
フ
ラ

の
子
パ

l
ト
ル

・
タ
イ
ジ
は
す
で
に
一
六
一
六
年
に
父
か
ら
分
か
れ
て
イ
ル
テ

ィ
ッ
シ
ュ
河
に
居
住
し
て
い
た
」
と
い
う
記
事
を
ロ
シ
ア
文
書
中
の
「
ベ
ト
ロ

フ
ら
は
一

六
一
六
年
、
大
タ
イ
シ
ャ
、
ポ
ガ
テ
ィ
リ
・
タ
ラ
イ

・
タ
イ
シ
ャ
の

本
営
に
到
着
し
た
よ

と
い
う
記
述
で
裏
附
け
た
が
、
ベ
ト
ロ
フ
ら
に
よ
る

「
全

カ
ル
マ
ッ
ク
筆
頭
の
タ
イ
シ
ャ
は
、
こ
の
ボ
ガ
テ
ィ
リ
・

タ
ラ
イ

・
タ
イ
シ
ャ

で
あ
る
よ
と
い
う
記
述
に
疑
問
を
呈
し
た
。
ロ
シ

ア
史
料
に
よ
る
と
、

二
ハ二

o
l
--一
年
に
ハ
ラ
フ
ラ
と
ア
ル
ツ
ン
・

ツ
ア
1
リ
の
争
い
が
起
こ
る
が
ハ
ラ

フ
ラ
の
惨
敗
に
終
る
。
こ
の
時
ハ
ラ
フ
ラ
と
共
に
戦
っ
た
タ
イ
シ
ャ
た
ち
を
、
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氏
は
ド
ル
ベ
ト
、
ト
ル
グ
l
ト
の
首
長
に
比
定
す
る
が
、
パ
ー
ト

ル
の
名
が

ロ

シ
ア
文
書
に
見
え
な
い
こ
と
に
疑
問
を
残
し
て
い
る
。
貸
は
こ
れ
ら
は
重
要
な

問
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
後
に
ま
と
め
て
考
察
し
た
い
。
さ
て
、
ロ

シ
ア
史

料
は
一
六
二
三
年
カ
ル
ム
ツ
ク
軍
が
再
び
全
勢
力
を
あ
げ
て
ア
ル
ツ
ン
・
ツ
ア

ー
リ
と
の
決
戦
に
乗
出
し
た
こ
と
を
博
え
る
が
、
戦
い
の
結
果
に
つ
い
て
は
ロ

シ
ア
側
の
記
録
は
な
く
、
氏
は
パ
ラ
ス
の
言
う

「
ハ
ラ
フ
ラ
は
再
度
モ
ン
ゴ
ル

に
潰
走
さ
せ
ら
れ
た
」
を
安
嘗
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
氏
は
、
一
六
二
五
年
の

ジ
ュ

ー
ン
・
ガ
ル
部
の
内
乱
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
文
書
の
記
述
「
チ
ョ
ク
ル
と

パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
雨
タ
イ
シ
ャ
の
兄
弟
チ

ン

・
タ
イ
シ
て
か
死
に
、
そ
の
家
畜
と

部
民
を
め
ぐ
っ
て
、
チ
ョ
ク
ル
と
ハ
イ
パ
ギ
シ
ュ
の
開
に
不
和
が
生
じ
た
」
に

よ
り
、
こ
れ
を

ハ
ラ
フ
ラ
の
子
チ
ン

・
タ
イ
シ
ャ
の
遺
産
を
め
ぐ
る
兄
弟
の
争

い
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
以
後
ハ
ラ
フ
ラ
に
つ
い
て
は
ロ
シ
ア
側
に
記
述
は

な
く
、
ハ
ラ
フ
ラ
の
子
パ

l
ト
ル
が
一
六
三
五
年
に
ホ
ン
タ
イ
ジ
と
腐
し
た
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
時
ま
で
に
残
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
論
を
終
わ
っ
て
い

る。
ロ
シ
ア
史
料
の
即
時
与え
る
一
六
一
一
一
一
一
年
の
ア
ル

ツ
ン

・
ツ
ア
l
リ
と
カ
ル
ム
ツ

ク
と
の
決
戦
を
、
モ
ン
ゴ
ル
史
料
よ
り
考
設
し
た
の
が
、
岡
田
英
弘
「
ウ
パ
シ

・
ホ
ン
タ
イ
ジ
停
考
緯
」
(『
遊
牧
祉
禽
史
探
究
』
一一
一
一
一
、
一
九
六
六
)
で
あ
る
。

@
 

オ
イ
ラ

ッ
ト
の
文
相
学
作
品
と
し
て
著
名
な
ウ
パ
シ
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
博
を
氏
は
ほ

ぼ
全
課
し
、
次
い
で
ウ
パ
シ
・
ホ
ン

タ
イ
ジ
〈
日
ア
ル
ツ
ン

・
ツ
ア
l
リ
〉
に

敵
桝
到
す
る
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
諸
曾
を
比
定
し
た
後、

こ
の
戦
い
で
ウ
バ
シ

・
ホ
ン

タ
イ
ジ
が
殺
さ
れ
、
四
オ
イ
ラ
ッ

ト
が
モ
ン
ゴ
ル
を
破
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
停
に
よ
る
と
、
オ
イ
ラ
ッ
ト
軍
の
情
況
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

マ
ン
ガ
ト
の
子
サ
イ
ン
・
セ
ル
デ
ン
キ
(
氏
に
繰
る
な
ら
ば
ド
ル
ベ
ト
)
は

二
千
の
丘
ハ
を
率
い
る
。
ホ
イ
ト
の
エ
セ
ル
ベ
イ
ン
・
サ
イ
ン

・
キ
ヤ
は
四
千
の

丘
(
を
率
い
る
。
ジ
ナ
l

ン

・
ガ
ル
の
ホ
ト
ゴ
イ
ト
・
ハ
ラ

・
フ
ラ
は
六
千
の
兵

を
率
い
る
。
オ
イ
ラ
ッ

ト
の
サ
イ
ン
・
テ
メ
ネ

・
パ
l
ト
ル
(
ト
ル
グ
l
ト〉

は
八
千
の
兵
を
率
い
る
。
四
虎
の
長
兄
ホ
シ
ュ

1
ト
の
パ
イ
メ
ガ
ス

・
ハ
l
ン

は

一
蔦
六
千
の
兵
を
率
い
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
嘗
時
の
ハ
ラ
フ
ラ
の
勢
力
を
過
大

に
評
債
す
る
こ
と
は
、
羽
田
氏
が
先
に
傘
げ
た
「
再
び
厄
魯
特
に
つ
い
て
」
で

述
べ
た
よ
う
に
、
適
嘗
で
は
あ
る
ま
い
。
さ
ら
に
、
ハ
ラ
フ
ラ
が
四
オ
イ
ラ
ッ

ト
の

一
首
長
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
に
、

そ
の
子
パ

l
ト
ル
が
「
一
六

一
六
年
に

全
カ
ル
マ
ッ
ク
の
筆
頭
の
タ
イ
シ
ヤ
」
で
あ
っ
た
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な

い
。
こ
の
タ
ラ
イ
・
タ
イ
シ
ャ
が
ズ
ラ
1

ト
キ
ン
の
言
う
よ
う
に
ド
ル
ベ
ト
の

⑪
 

ダ
ラ
イ

・
タ
イ
シ
で
あ
り
、
若
松
氏
が
ジ
ュ
ー
ン

・
ガ
ル
の
ハ
ラ

フ
ラ
の
子
と

考
え
た
パ
イ
パ
ギ
シ
ュ
が
、
寅
は
ホ
シ
ュ
l
ト
の
バ
イ
パ
ガ
ス
・
ハ

I
ン
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
六
二
五
年
以
降
の
四
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
内
飢
は
、

ジ
ュ

ー

ン
・
ガ
ル
部
の
内
飢
に
オ
イ
ラ
ッ
ト
族
全
慢
が
ま
き
こ
ま
れ
た
も
の
と
は
言
え

ず
、
ジ
ュ

ー
ン
・
ガ
ル
王
園
勃
興
史
も
根
抵
か
ら
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
羽
田
氏
は
こ
の
他
に
も
、
嘗
時
の
オ
イ
ラ
ッ

ト
史
に
関
し
て
問
題
黙
を

幾
っ
か
指
摘
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
内
飢
後
、
ト
ル
グ
l
ト
部
は
ホ
l
・
オ
ル
ロ
ク
に
率
い

ら
れ
て
ロ
シ
ア
の
ヴ
ォ
ル
ガ
河
迭
に
移
り
、
ホ
シ
ュ

l
ト
部
は
グ
シ
・
ハ
!
ン

に
率
い
ら
れ
て
一
部
分
青
海
に
移
っ
た
。
こ
の
グ
シ

・
ハ
i
ン
に
つ
い
て
チ
ベ

ッ
ト
史
料
よ
り
考
査
を
加
え
た
の
が
、
山
口
瑞
鳳
「
顧
貧
汗
の
チ
ベ
ッ
ト
支
配

に
至
る
経
線
」
(
『
岩
井
博
士
古
稀
記
念
典
籍
論
集
』
、

一
九
六
一
二
)
で
あ
り、

青
海
進
出
以
前
の
グ
シ
・
ハ
l
ン
に
関
す
る
ロ
シ
ア
古
文
書
の
記
録
を
整
理
し

た
の
が
、
若
松
寛
「
ロ
シ
ア
史
料
よ
り
見
た
グ
シ
汗
の
事
績
」
(
『
史
林
』
五
九

六
、
一
九
七
六
〉
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
グ
シ

・
ハ
l
ン
の
青
海
移
牧
の
き

-144ー



393 

っ
か
け
と
な
っ
た
ハ
ル
ハ
部
の
チ
ョ
ク
ト
・
タ
イ
ジ
に
つ
い
て
は
、

紅
数
の
熱

心
な
信
者
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の
み
で
事
蹟
も
定
か
で
は
な
い
。
僅
か

に
、
彼
に
つ
い
て
モ
ン
ゴ
ル
に
残
存
す
る
碑
文
を
紹
介
し
た
岡
田
英
弘
「
円
。
『

z

o
g
m
寸ミ
M
Y

に
つ
い
て
」
(『
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』

て

一
九
六
八
〉
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
佐
藤
長
氏
は
、
青
海
に
移
動
し
た

ホ
シ
ュ
l
ト
部
を
中
心
と
す
る
オ
イ
ラ

ッ
ト
各
人
の
系
統
を
、
清
朝
史
料
を
利

用
し
て
整
理
し
、
「
近
世
青
海
諸
部
落
の
起
源
(
上
・
下
〉
」
(『
東
洋
史
研
究
』

一一一一一
|

て
二
、
一
九
七
一
二
)
を
著
し
た
。

さ
て
、
再
び
ジ
ュ
ー
ン
・
ガ
ル
主
園
勃
興
史
に
目
を
向
け
る
と
、
パ
ー
ト
ル

・
ホ
ン
タ
イ
ジ
残
後
セ
ン
ゲ
か
ら
ガ
ル
ダ
ン
に
至
る
オ
イ
ラ
ッ
ト
史
に
闘
し
て

は
、
若
松
寛
「
セ
ン
ゲ
支
配
期
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
圏
の
内
飢
」
(
『
遊
牧
枇
舎
史

探
究
』
四
二
、
一
九
七

O
)、
羽
田
明
「
ガ
ル
ダ
ン
俸
雑
考
」

(
『
石
潰
博
士
古

稀
記
今
ど
東
洋
史
論
叢
』
、
一
九
五
八
)
、
同
「
ガ
ル
ダ
ン
停
考
詮
」
(『
東
方
皐
禽

一
五
周
年
記
念
論
集
』
、
一
九
六
二
)
が
あ
る
。
若
松
氏
は
ズ
ラ

1
ト
キ
ン

『ジ

ュ
ン
ガ
ル
汗
園
史
』
の
所
設
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
ズ
ラ
l
ト
キ
ン
氏
の
接
っ
た

史
料
に
直
接
嘗
っ
て
、
二
ハ
五

0
年
代
の
チ
ョ
ロ

l
ス
、
ホ
シ
ュ

1
ト
爾
部
に

係
わ
る
内
飢
を
述
べ
た
が
、
し
か
し
、
モ

ン
ゴ
ル
史
料
に
簸
る
と
、
首
時

ハ
I

ン
と
稽
し
て
い
る
者
は
、
ホ
ジ
ュ
ー
ト
の
オ
チ
ル
ト
・
チ
ェ
チ
ェ
ン
・
ハ
l
ン

唯
一
人
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
代
を
「
ジ
ュ
ン
ガ
ル
汗
園
」
と
呼
べ
る
か
ど
う
か

は
、
羽
田
氏
の
言
う
よ
う
に
疑
問
で
あ
る
。

一
方
、
羽
田
氏
は
前
者
で

「
清
朝

の
英
主
康
照
帝
と
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
覇
権
を
争
い
、
武
運
拙
く
ア
ル
タ
イ
山
中
で

敗
死
し
た
草
原
の
風
雲
見
」
ガ
ル
ダ
ン
の
誤
俸
の
多
い
前
牢
生
に
つ
い
て
、
パ

ラ
ス
、
パ
ッ
デ
レ
l
等
の
研
究
を
漢
籍
に
嬢
っ
て
誤
り
を
正
し
、
そ
の
生
年
、

系
譜
と
ハ

1
ン
位
承
襲
に
つ
い
て
考
謹
し
た
。
さ
ら
に
後
者
で
は
、
前
論
を
踏

ま
え
て
ガ
ル
ダ
ン
の
調
理
位
前
後
の
事
情
や
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
執
権
サ

ン
ギ
ェ
・
ギ
ャ
ツ
ォ
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
讃
し
、
二
ハ
八
八
年
モ
ン
ゴ
リ
ア

へ
侵
入
す
る
ま
で
の
ガ
ル
ダ

ン
の
タ
リ
ム
盆
地
征
服
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、

や

は
り
ガ
ル
ダ
ン
に
つ
い
て
も
史
料
の
異
同
が
激
し
く
、
そ
の
ホ
ン
タ
イ
ジ
と
稽

し
、
ポ
シ
ョ
タ
ト

・
ハ
l
ン
と
祷
し
た
時
期
等
、
完
全
に
解
明
さ
れ
た
と
は
言

い
難
い
。

こ
の
よ
う
に
、

ェ
セ
ン
残
後
、
ジ
ュ
ー
ン

・
ガ
ル
部
に
よ
っ
て
大
統
一
さ
れ

る
ま
で
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
史
は
、
内
外
の
闇
筆
者
が
注
目
し
、
関
係
文
献
も
相
賞

数
に
の
ぼ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
幾
多
の
疑
問
を
残
し
て
い
る。

今
後

と
も
大
い
に
研
究
の
叫
跡
地
を
残
す
分
野
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
眼
を
東
方
、

ダ
ヤ
ン

・
ハ
l
ン
以
後
の
モ
ン
ゴ
ル
に
向
け
る
と
、
こ
こ
は
さ
ら
に
解
明
さ
れ

な
い
部
分
が
多
い
の
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
ダ
ヤ
ン
・
ハ
l
ン
論
争

は
、
ダ
ヤ
ン
・
ハ

1
ン
の
存
在
と
生
残
年
の
決
定
に
止
ま
り
、
十
七
世
紀
に
満

洲
族
、
後
の
清
朝
と
閥
係
を
持
つ
ま
で
の
モ
ン
ゴ
ル
史
、
と
り
わ
け
中
園
と
接

燭
を
持
た
な
か
っ
た
外
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
歴
史
は
、
蒙
文
年
代
記
に
撮
る
他
な
か

っ
た
。ア

ル
タ
ン
・
ハ
l
ン
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
征
伐
に
よ
っ
て
外
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
領
域

を
績
げ
た

ハ
ル
ハ
部
の

歴
史
に
関
し
て
は
、

年
代
記
を
整
理
、

紹
介
し
た、

O
町
内
〉
巴
〉
・
司
王
己
同
町

0・
E
0
5
2
玄
O口
問
。

-
3
5
5
0
巴
H
Z
O
R
r
ω
ロ
島

ω2-O三
2
三
r
。。ロ

Z
ユ2
・
=
~
。
ミ
.
、
己
目
。
¥
為
的
帆
お
お
わ
宮
崎
弘
」
子
h
n
R
H
W
H
b
R
a

n
m
E・印・

5吋
N
・
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
後
、
ガ
ル
ダ
ン
の
侵
入
を

受
け
る
ま
で
の

ハ
ル
ハ

に
つ
い
て
は
、
そ
の
西
北
隅
に
位
置
し
、
早
く
か
ら
ロ

シ
ア
と
交
渉
を
持
っ
た
ウ
パ
シ
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
を
初
代
と
す
る
一
一
一
代
の
ア
ル
ツ

ン
・
ツ
ア
l
リ
に
関
し
て
、
若
松
寛
「
ア
ル
ト
ゥ
ン

・
ハ
l
ン
停
考
査
」
(『
内

回
吟
風
博
士
頒
寄
記
念
東
洋
史
論
集
』
、
一
九
七
八
)
、
同
「
ア
ル
ト
ヲ

ン

・
ハ
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ー
ン
三
世
停
考
査
」
(
『
京
都
府
立
大
撃
墜
術
報
告

・
人
文
』

一一
一O
、
一
九
七

八
)
、
清
朝
と
接
鮒
を
始
め
て
よ
り
後
脇
田
別
に
至
る
ま
で
の
ハ
ル
ハ
の
貧
情
を

考
察
し
た
、
宮
脇
淳
子
「
十
七
世
紀
清
朝
錫
腐
時
の
ハ
ル
ハ
・
モ
ン
ゴ
ル
」

(
『
東
洋
皐
報
』
六
一

l
一
・
二
、
一
九
七
九
)
が
あ
る
。
若
松
氏
は
、
パ
ッ
デ

⑫
 

レ
l
、
シ
ャ
ス
テ
ィ
ナ
爾
氏
の
研
究
に
銭
り
つ
つ
、
先
に
も
述
べ
た

『
ロ
シ
ア

・
モ
ン
ゴ
ル
関
係
史
料
集
』
を
諜
出
し
、
ロ
シ
ア
使
節
の
見
た
嘗
時
の
モ
ン
ゴ

ル
・
オ
イ
ラ
ッ

ト
関
係
や
中
園
と
の
貿
易
情
況
、
及
び
ア
ル
ツ
ン

・
ツ
ァ
l
リ

と
ロ
シ
ア
の
関
係
等
を
明
ら
か
に
し
た
。
宮
脇
は
清
朝
史
料
と
ロ
シ
ア
史
料
に

擦
り
、
ハ
ル
ハ
が
一一一ハ

l
ン
部
に
分
か
れ
、

資
数
数
主
で
あ
る
ジ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ

ン
パ

・
フ
ト
ク
ト
が
こ
れ
を
率
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
寅
は
清
朝
錦
属

後
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
鋪
岡
刷
前
は
彼
は
ま
だ
全
ハ
ル
ハ
の
指
導
者
で
は
な
く
、

モ
ン
ゴ
ル
人
自
身
は
俸
統
的
な
左
右
翼
へ
の
所
属
意
識
が
強
か
っ
た
と
述
べ

た
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
の
ハ
ル
ハ
に
つ
い
て
も
、
右
翼
に
腐
し
た
ア
ル
ツ

ン
・
7

ァ
l
リ
が
宗
主
の
ジ

ャ
サ
タ
ト
・
ハ

l
ン
を
殺
す
に
至
っ
た
背
景
、
オ

イ
ラ
ッ
ト
に
封
す
る
ハ
ル
ハ
の
支
配
檎
の
衰
退
か
ら
ガ
ル
ダ
ン
の
侵
入
に
至
る

ハ
ル
ハ
・
オ
イ
ラ
ッ
ト
関
係
等
、
数
多
く
の
疑
問
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
歴
史
的
に
解
明
さ
れ
な
い
部
分
の
多
い
こ
の
時
代
の
杜

曾
集
幽
に
つ
い
て
、
種
々
の
蒙
文
年
代
記
を
検
討
し
な
が
ら
述
べ
た
も
の
に
、

森
川
哲
雄
氏
の

一
連
の
労
作
が
あ
る
。
設
表
年
代
順
に
傘
げ
る
と
、
「
中
期
モ

ン
ゴ
ル
の
ト
ゥ
メ
ン
に
つ
い
て
」
(『
史
翠
雑
誌
』
八
一
ー
ー
て
一
九
七
二
〉
、

「
ハ
ル
ハ
・
ト
ゥ
メ
ン
と
そ
の
成
立
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
皐
報
』
五
五
|
二
、

一
九
七
二
)
、「
中
期
モ
ン
ゴ
ル
の
ハ

l
ン
と
サ
イ
ト
の
関
係
に
つ
い
て
」
(『
待

粂
山
論
叢
』
六
、
一
九
七
三
)、

「
オ
ル
ド
ス
・
十
二
オ
ト
ク
考
」
(『
東
洋
史
研

究』

一
一
一
二
三
、
一

九
七
三
)
、

「
チ
ャ
ハ
ル
・

八
オ
ト
ク
と
そ
の
分
封
に
つ
い

て
」
(
『
東
洋
療
報
』
五
八
|
一

・
二、

一
九
七
六
〉
、
「
ト

ゥ
メ
ト

・
十
二
オ
ト

ク
考
」
(『
江
上
波
夫
教
授
古
稀
記
念
論
集

・
歴
史
篇
』
、
一
九
七
七
)
、
「『
凶
オ

イ
ラ
ト
史
記
』

に
見
ら
れ
る
諸
集
闘
に

つ
い
て
」
(『
九
州
大
準
教
養
部

・
歴
史

昼
:
地
理
鼠
平
年
報
』
二
、
一
九
七
八
〉
、

以
上
で
偽
る
。

ウ
ラ
ジ
l
ミ
ル
ツ
オ
フ
が
『
蒙
古
社
曾
制
度
史
』

の
中
で
、

「
我
々

の
前
に

は
初
め
と
終
り
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
モ
メ
ン
ト
に
関
す
る
材
料
を
基
と
し
、

又
そ
の
後
の
、
十
七
世
紀
の
資
料
を
利
用
し
て
我
々
は
そ
の
中
間
時
代
を
推
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
我
が
図
で
も
田
山
茂
氏
が

『清
時
代
に
於

け
る
蒙
古
の
祉
舎
制
度
』

(
文
京
書
院、

一
九
五
四
)
を
著
わ
す
動
機
の

一
つ

と
し
て
こ
の
貼
に
言
及
し
た
こ
と
に
射
し
、
森
川
氏
は
、
前
者
は
嘗
時
の
中
園

史
料
の
大
字
を
利
用
し
得
ず
、
後
者
は
蒙
文
史
料
に
関
す
る
認
識
が
全
く
不
足

し
て
い
る
と
述
べ
る
。
ま
た
氏
は
、
ゥ
ラ
ジ
l
ミ
ル
ツ
オ
フ
の
言
う

「中
期
」

を
一
様
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
社
曾
集
幽
に
つ
い
て
も
元
朝
時
代
に
直
接

関
係
あ
る
も
の
と
、
中
ナ
ば
以
降
の
も
の
と
の
聞
に
は
一
線
を
測
さ
ね
ば
な
ら
な

い
と
し
て
、

蒙
文
史
料
に
よ
っ
て
、
ト
ゥ
メ
ン
と
オ
ト
ク
の
関
係
、
ト
ゥ
メ
ン

と
ウ
ル
ス
の
関
係
を
考
詮
し
、
モ

ン
ゴ
ル
の
杜
禽
集
闘
の
愛
遂
を
述
べ
た
。
さ

ら
に
そ
の
後
は
、

各
部
に
俸
承
さ
れ
た
系
譜
を
利
用
し
つ
つ
、
以
前
に
は
和
田

清
氏
が

『
東
亜
史
研
究
(
蒙
古
篇
)
』
の
各
論
で
考
誼
し
た
他
、
田
中
克
己
「
ハ

ル
ハ
五
部
の
成
立
と
住
地
」
(『
東
方
皐
』
一

六
、
一
九
五
八
)
が
あ
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た
、
ダ
ヤ
ン

・
ハ
l
ン
以
後
の
モ
ン
ゴ
ル
諸
集
闘
の
名
穏
や
所
腐

・
構

成
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
森
川
氏
の

一
連
の
研
究
は
、
そ
れ
ま
で
わ
が
園
で

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
種
々
の
蒙
文
年
代
記
を
引
用
・

紹
介
し
た
と

い
う
黙
に
お
い
て
も
、
空
白
部
分
の
多
い
こ
の
時
代
の
北
ア
ジ
ア
史
研
究
に
貢

献
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
氏
の
縁
っ

た
蒙
文
史
料
は
す
べ
て
十
七

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
即
時
え
ら
れ
る
各
集

圏
の
ト
ゥ
メ
ン
や
オ
ト
ク
の
股
が
、
ど
の
時
代
の
賓
情
を
反
映
し
て
い
る
か
を
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考
え
る
時
、
氏
の
一
連
の
研
究
の
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
と
も
言
え
る
史
観
が
、
今
後

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
研
究
に
結
び
つ
い
て
設
展
す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

岡
田
英
弘
「
ダ
ヤ
ン
・
ハ
l
ン
の
六
高
戸
の
起
源
」
(
『
榎
博
士
還
暦
記
今
年
東

洋
史
論
叢
』
、
一
九
七
五
)
は
、
ダ
ヤ
ン

・
ハ
l
ン
の
六
蔦
戸
の
起
源
を
、
モ

ン
ゴ
ル
帝
園
期
の
有
力
集
幽
に
ま
で
湖
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
筆
者
自
身
の
観
貼
か
ら
各
論
文
を
要
約
し
て
き
た
。
す
で
に
明
ら
か

で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
北
ア
ジ
ア
史
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
は

梢
徹
な
史
料
操
作
が
な
さ
れ
、
歴
史
事
寅
が
追
求
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
全
世
像
が
い
ま
だ
花
洋
と
し
た
ま
ま
で
あ
る
の
は
、
個
々
の
研
究
が
相
互

に
関
連
を
持
た
な
い
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
地
域
的
僚
が
り

を
持
つ
分
野
に
お
い
て
は
、
従
来
の
、
漢
籍
の
み
に
錬
る
東
洋
史
皐
の
方
法
論

で
は
フ
定
ロ

l
し
き
れ
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ロ
シ
ア
語

・

満
洲
語

・
チ
ベ
ッ
ト
語

・
チ
ュ

ル
タ
語
史
料
等
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
で

あ
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
個
々
の
研
究
者
で
は
と
て
も
す
べ
て
を
カ
バ
ー
し
き

れ
な
い
の
が
寅
情
で
は
あ
る
が
、
今
後
残
さ
れ
た
疑
問
黙
が
解
明
さ
れ
る
た
め

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
の
媛
っ
た
史
料
を
総
合
し
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ォ
イ
ラ
ッ

ト
各
部
の
動
向
を
合
わ
せ
見
る
視
野
が
不
可
紋
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
モ

ン
ゴ
ル
帝
園
時
代
の
北
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
東
西
の
史
料
と
豊
富
な

研
究
に
よ
り
、
そ
の
生
活
や
遊
牧
形
式
に
関
し
て
我
々
は
か
な
り
具
程
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
到
し
て
、
こ
れ
よ
り
時
代
を
下
る
十

五
l
十
七
世
紀
の
北
ア
ジ
ア
史
が
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
の

は
、
こ
れ
ま
で
も
再
三
述
べ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ

る
。最

近
、
「
清
朝
の
英
主
康
無
帝
」
と

「
草
原
の
風
雲
見
ガ
ル
ダ
ン
」
と
の
モ

ン
ゴ
リ
ア
の
覇
権
を
め
ぐ
る
争
い
に
つ
い
て
、
減
洲
語
で
室
田
か
れ
た
康
照
帝
自

筆
の
手
紙
を
誇
出
し
た
、
岡
田
英
弘

『
康
照
帝
の
手
紙
』
(
中
公
新
書
五
五
九
、

一
九
七
九
)
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
論
文
の
形
式
こ
そ
取
っ
て
い
な
い
が
、

一
次
史
料
に
基
き
、

こ
の
時
代
の
北
ア
ジ
ア
に
闘
す
る
具
般
的
な
イ
メ

ー
ジ
を

我
々
に
輿
え
る
好
著
で
あ
る
。
ま
た
、

骨
同
時
の
北
ア
ジ
ア
諸
情
勢
に
つ
い
て
、

氏
は
満
洲
か
ら
モ

ン
ゴ
リ
ァ
、
チ
ベ

ッ
ト
か
ら
中
園
を
も
含
む
慶
い
視
野
で
、

歴
史
的
背
景
を
鮮
か
に
解
明
し
て
み
せ
る
。
た
だ
、
準
術
論
文
で
は
な
い
た
め

注
穫
も
な
く
、

個
々

の
事
象
に
つ
い
て
僅
か
な
ス
ペ
ー
ス
を
割
く
の
み
で
あ
る

か
ら
、
如
何
に
明
快
な
解
掴
揮
で
は
あ
っ
て
も
に
わ
か
に
は
従
い
難
い
。
今
後
の

各
々
の
分
野
に
お
け
る
考
鐙
を
待
ち
た
い
。

我
々
が
十
五
|
十
七
世
紀
の
北

7
シ
ア
史
を
研
究
す
る
時
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
閣

時
代
に
比
べ
て
史
料
的
に
劣
る
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
漢
籍
こ
そ
少
な
い
が
、

モ
ン
ゴ
ル
語
・
チ
ュ
ル
ク
語
諸
族
の
残
し
た
年
代
記
、
欧
人
の
放
行
記
、
ロ
シ

ア
帝
圏
に
あ
て
た
信
書
や
使
節
の
報
告
等
、
数
多
く
の
史
料
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ダ
ヤ
ン

・ハ

l
ン
論
争
で
は
蒙
文
史
料
の

信
葱
性
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
現
黙
を
醐
舞
え
れ
ば
、
我
々
は
、
例
え
ば
年
代
記

か
ら
は
、
そ
の
民
族
の
民
族
性
や
債
値
観
を
導
き
出
す
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
個
々
の
史
料
の
性
格
を
吟
味
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
比
較

・
針

照
し
、
総
合
す
る
な
ら
ば
、
わ
が
園
に
お
け
る
こ
の
時
代
の
北
ア
ジ
ア
史
研
究

は、

今
後
一
一
層
の
震
展
が
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

-147-

最
後
に
、
本
論
で
紹
介
し
な
か
っ
た
関
連
論
文
を
ま
と
め
て
穆
げ
て
お
く
。

明
代
の
モ

ン
ゴ
ル

に
つ
い
て
、

本
論
で
暴
げ
た
他
に
、

「
明
初
の
蒙
古
経

略
」
、
「
俺
答
汗
の
覇
業
」
等
、
合
わ
せ
て
十
七
篇
の
論
文
が
、
和
田
清

『
東
亜

史
研
究
(
蒙
古
篇
)
』
に
枚
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、

萩
原
淳
卒
「
明
初
の

北
迭
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一

九

l
二
、
一
九
六

O
)、
同

「
土
木
の
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鎚
前
後
経
湾
問
題
を
中
心
と
し
て
み
た
明
蒙
交
渉
|
」
(『
東
洋
史
研
究
』

一

一
|
三
、

一
九
五

一
〉
、
川
越
泰
博
「
亙
刺
政
権
に
関
す
る
一
考
察
|
と
く
に

支
配
権
力
の
様
態
に
つ
い
て
|
」
(『
東
方

mZ
三
九
、
一
九
七
O
)
、
同
「
亙

刺
の
針
明
侵
窓
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て
『
土
木
の
後
』
前
史
と
し
て
!」

(『中

央
大
泉
大
皐
院
・
論
究
』
四
、
一
九
七
二
)
、
田
村
寅
造
「
明
代
の
オ
ル
ド
ス

|
天
順

・
成
化
時
代
」
(
『東
洋
史
研
究
』
一

九
|
二
、
一
九
六
O
)
、
荻
原

淳
卒

「
小
王
子
に
関
す
る
一
考
察
」
(『
東
洋
史
研
究
』
一
七
l
四
、

一
九
五

九
)
、
同
「
ア
ル
タ
ン

・
カ
l
ン
と
板
升
」
(『
東
洋
史
研
究
』

一
四
|
三
、
一

九
五
五
)
、
同
「
明
代
嘉
靖
期
の
大
同
反
乱
と
そ
ン
ゴ
リ
ア
|
農
耕
民
と
遊
牧

民
と
の
接
鮎
l
(
上

・
下
〉
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一一一
O

l
四
、
一
一
一
一
l
て
一

九
七
二
)
、
田
村
賞
造

「
明
と
蒙
古
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

一
面
観
|
と
く
に

馬
市
を
中
心
と
し
て

」

(

『史
筆
雑
誌
』
五
二
|
一

・
二
、
一
九
四
一
)
、
青

木
富
太
郎
「
セ
ン
ゲ
の
順
義
王
承
裂
に
つ
い
て
」
(『
東
方
祭
』

一
四
、
一
九
五

七
)
、
向
「
チ

ュ
ル
ゲ

の
順
義
王
承
襲
に
つ
い
て
」
(『史
皐
雑
誌
』
六
六
|
八
、

一
九
五
七
)
、
同

「
ボ
シ

ョ
ク
ト
の
順
義
王
承
援
に
つ
い
て
」
(『
北
ア
ジ
ア
民

族
翠
論
集
』
二
、
一
九
六
六
)
。

つ
い
最
近
、
荻
原
淳
一
φ
『
明
代
蒙
古
史
研
究
』

(
同
朋
舎
、
一

九
八

O
)
が

出
版
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
第
五
章

「リ
タ
ダ
ン

・
ヵ
l
ン
の
生
涯
と
そ
の
時

代
」
が
新
た
に
書
き
お
ろ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
四
章
ま
で
に
は
、
こ
こ
で

恕
げ
た
氏
の
論
文
が
、

す
べ
て
訂
正
増
補
し
た
上
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

蒙
文
年
代
記
関
係
で
は
、
岡
田
英
弘
「
蒙
古
源
流
年
表
稿
」
(『
史
皐
雑
誌
』

七

一ー
l
六
、
一
九
六
二
)
、

同
「
書
評
、
ア
サ
ラ
ク

チ
・
ネ
レ
ト
・
テ
ウ
ケ
」

(
『
東
洋
皐
報
』
四
八
|
二
、
一
九
六
五
)
、

森
川
哲
雄
「
E
何
百
四
四

5

0
ミ
gaロ

J
p
r
omMm・
-
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
モ
ン
ゴ
ル
皐
禽
禽
報
』
六
、
一
九
七
五
〉
、

同
「
書
評
、
著
者
不
明
『
四
オ
イ
ラ
ト
史
記

u
e
gロ
0
1
2壬
ヨ
ロ
、
『

g
r
s

、『

E
ピ
』」(『
東
洋
皐
報
』
五
九
|
一

・
二
、

一
九
七
七
三

ラ
マ
数
関
係
で
は
、
若
松
覚

「カ

ル
ム
ッ
ク
に
お
け
る
ラ
マ
数
受
容
の
歴
史

的
側
面
」
(『
東
洋
史
研
究
』
二
五
1

て
一

九
六
六
)
、

同
「
蒙
古
ラ

マ
数
史

上
の
二
人
の
弘
法
者
l
ネ
イ
チ

・
ト
イ
ン
と

ザ
ヤ

・
・
ハ
ン
デ
ィ

タ

|
」

(『
史

林
』
五
六
l
一

、

一
九
七
一
二
)
、
同
「
ポ
グ
ド
チ
ャ
ガ

ン
ラ
マ
と
コ
コ
ホ
ト
の

ラ
マ
数
」
(
『脱
帽
陵
史
皐
』
て
一
九
七
五
〉
、
古
く
な
る
が
ジ
ク
メ

・
ナ
ム

カ

『
蒙
古
別
府
数
史
』

外
務
省
調
査
部
謬
〈
生
活
社
、

一
九
四
O
)
、
橋
本
光
資

『蒙
古
の
酬
明
瞭
数
』

(
悌
数
公
論
社
、
一
九
四
二
)。

ジ

ュ
ー

ン
・
ガ
ル
王
園
に

つ
い
て
、

若
松
寛

「
ツ
ェ
ワ
ン

・
ア
ラ
ブ
タ
ン

の

登
場
」
(
『
史
林
』
四
八
|
六
、

一
九
六
五
)
、
羽
田
明
「
ジ
品

ン
ガ
ル
王
園
の

文
化
i
遊
牧
民
族
に
お
け
る
外
来
文
化
の
受
容
|
」
(『
京
都
大
皐
教
養
部

・
人

文
』
五、

一
九
五
九
)
、
同
「
ジ
ュ
ン

ガ
ル
王
園
と
ブ
ハ

l
ラ
人
!
"内
陸
ア
ジ

ア
の
遊
牧
民
と
オ
ア
シ
ス
農
耕
民
|
」
(『東
洋
史
研
究
』

一
一一
|
六
、

一
九
五

四
)
、
佐
口
透

「タ
ラ
ン
チ
人
の
祉
曾
イ
リ
絡
谷
の
ウ
イ
グ
ル
部
落
史
、
一

七
六
O
|

一
八
六
Ol
」
(『
史
翠
雑
誌
』

七
一
一
一
l
一
て

一
九
六
七
)
等
、
但

し、

カ
ザ
l
フ
及
び
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
関
係
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
法
典
に
つ
い
て
は
、

リ
ャ
ザ
ノ
ア
ス
キ
ー

『
蒙
古
法
の
基
本
原
理
』

青
木
富
太
郎
誇
(
生
活
位
、
一
九
四
三
)
、
田
山
茂
『
蒙
古
法
典
の
研
究
』
(
日

本
血
中
術
振
興
舎
、
一

九
六
七
)
、
及
び
島
田
正
郎
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
。

そ
の
他
、
清
代
の
モ
ン
ゴ
ル
に

つ
い
て
、

矢
野
仁
一
『
近
代
蒙
古
史
研
究
』

(
弘
文
堂
書
房
、

一
九
一
七
)
、
ま
た
、
『岩
波
講
座
世
界
歴
史
日
、
内
陸
ア
ジ

ア
世
界
の
展
開
E
』
の
各
稿
も
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

註①

蒙

文

蒙
古
源
流
の
諸
本
は
、
普
通
次
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る。

ウ
ル
ガ
本
H
何・

Z
2
2
M
n
y
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町
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q
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g
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r
 K
i
e
n
l
u
n
g
.
D
r
u
c
k
 des m

o
n
g
o
l
ischen 

Geschichtswerkes E
r
d
e
n
i
 y
i
n
 
T
o
b
c
i
 v
o
n
 
S
a
g
a
n
g
 Secen. 

W
弓iesbaden，

1959. 

:;-， 
1¥ 
，，，

"
ι

*
 

=
 I. 
J. 

S
c
h
m
i
d
t
，

 Geschichte
 de
r
 O
s
t
.
M
o
n
g
o
le
n
 

u
n
d
 ihres F

u
rstenhauses，

 verfasst 
v
o
n
 
S
s
a
n
a
n
g
 
S
setsen 

C
h
u
n
g
t
a
i
d
schi d

e
r
 O
r
d
o
s
.
 
St. 

P
e
t
e
r
s
b
u
r
g，

 1829. 

4てえ:，..t<特
=
R
e
v
.

A
.
 M
o
s
t
a
e
r
t
 &

 F. W
.
 C
l
e
a
v
e
s，

 Er
deni. 

y
i
n
 
T
o
b
e
i
，

 M
o
n
g
o
l
i
a
n
 
Chronicle 

b
y
 
S
a
r
a
n
g
 
S
ei":en. 

C
a
m
b
r
i
d
g
e，

 1956. 

;J 
Q
選

P
善悪

枇
記録

和
軍
基
民
同
"
6
'
経
枇
匝
正
令
¥
-
'
J
t
¥
J
Q

 rn14m
世ム-j.c、必l'(l同

制
椛
市
tl

w"総
組

理至福
.!l

(
話
料
判
制
illl!l8'

1
長

国
0
)

:ム
時
的
。

@
 
R
e
v
.
 
A
.
 M
o
s
t
a
e
r
t
 &

 F. W
.
 Cl

e
a
v
e
s
 (ed.)，

 Al
t
a
n
 T

o
bei，

 

A
 B
r
ief

 H
i
s
t
o
r
y
 o

f
 the 

M
o
n
g
o
l
s
 b
y
 b
L
o
 b
z
a
n
 b
s
T
a
n
 'jin

.
 

C
a
m
b
r
i
d
g
e，

 1952. 

;J
兵
Q

当事
量
~
-l母:ム

1鰻
lと
特
Q

I'--会
<
(
\
入
・
ι

‘1'-
\ト1'-'時心，

;J Q
i
a
-lモ
ト

え々
、
入

.
~
よ
れ
か
会

j馳
，...).;.2..，9Q

~
'

-S
~

inl
!
国
道
主
『
ト
士
気
入
・
ι

'1'-

yト
(祖母

担
社
ギ
同
)
.
!
l
(
~
持
~
~
~
桝
括
主

，
1
ー
民
川
長
)

1'-'時点
。

6> 
O
Y
'
l
K
O
B
C
K
l1ii 

(
p
e
.l(.)， 

[
o
M
6
0
.l(lKa6; F

a
H
w
'
U
/lH

 Yp
y
c
x
a
/
l
.

 

M
O
C
K
B
a，

 19
60

.
 

e
 P. S. Pallas，

 Sa
m
m
l
u
n
g
e
n

 historischer N
a
c
h
r
i
c
h
t
e
n
 u
b
e
r
 

(alias 
S
a
g
a
n
g
 

S
e
c
e
n
 

ド罰的
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て
い
る
。

⑫

戸

コ
・

日

同

2
s
z
p
同
)
同
門
門

R
O
B玄
o
z
g』
『
門

R
Z巾
コ

。

円

0
・HH
r
n
R
E巾

0
4
Z
O
E空
白毘
国

×
〈
ロ
ロ
巾
R
白
・
P
A
o
n
R
E
U
忌
印∞
・

⑬

切
・
泊

-
E
E
E
E℃
戸

8
・

o
a
E巾
門
司
回
巾

Z
Z
E
B
2
3
B
玄
0
2
2
h
O回
・

-『
】
巾

Z
E
Z「
℃
白
h
-
]F由
ωι

邦
謬
『
蒙
古
祉
曾
制
度
史
』

一
九
四

一
)

(
日
本
園
際
協
舎
、

一
九
三
七
。
生
活
位
、

〔
補
註
〕

本
稿
腕
稿
後
、
谷
口
昭
夫
「
費
王
ボ
ル
ナ
イ
と
ボ
ル
フ

・
ジ
ノ
ン
」
(
『
一
一一

田
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
、

一
九
八

O
〉
が
笈
表
さ
れ
た
。

氏

の
論
は
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
ダ
ヤ
ン

・
ハ
l
ン
論
争
を

一
歩
進
め
た
も
の

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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k
d
 


